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 おにぎりおいしいね 

おにぎりは和軽食の一つ。むかしのむかし古墳時代

から食べられていたようです。まるや三角、俵形など

いろんな形に作れることが便利で、持ち運びも簡単に

できるので重宝されています。 

 おにぎりの中に何かおかずになる具を入れることで

栄養も増し、お米なのでお腹持ちがよいのです。 

夏はクエン酸の多い梅ぼしおにぎりが適しています。

殺菌作用があり、食欲も増してきます。おにぎり弁当

の一つは梅ぼしおにぎりがおすすめです！ 

 今年度は意識的に「おにぎりの日」を設けています

ので、是非いろんなおにぎりに挑戦してみて下さい。 

あかちゃんが舌で一番先に味わう離乳食の味は「お

もゆ」ですね、病気の時も「おかゆ」を食べて、身体

をいたわりますね。このようにお米はすべての味の基

本となります。 

いろんな味付けされた菓子パンなども豊富に出て、

パン食も楽しいですが、おにぎりの味や結び方、こど

もの好きなものをいれた「天むす」みたいな、おかあ

さんオリジナルのおむすびも楽しいと思います。 

先月のおべんとうの日に「おにぎり」を食べている

子どもたちの顔は、満足そうで、とてもおいしそうで

した。また、チャレンジしてみて下さい。 貞池 

 すずむしやコオロギの鳴き声に秋の気配が感じ

られる今日この頃です。朝晩も随分と涼しくなりま

したが、日中はまだまだ残暑が厳しく、身体のバラ

ンスをとることが苦手な子どもたちは、熱を出した

りするなど、まだまだ油断はできませんね。 

 9 月 10 月は子どもたちが夏の間に蓄えた力を発

揮する時期です。どの子も、体つきがひとまわり大

きくなったように感じられますね！ 

 さあ～ 「運動会」です！！ 

今年もいろんな場面場面で、成長した姿がみられる

と思いますので、楽しみに応援してくださいネ。 

           主任保育士  安倍 

今年は、ロンドンオリンピックで盛り上がった夏でしたね！ 

ご家庭でも、家族みんなで応援したのでは？ 

 どんなことにも一生懸命に頑張っている姿は、見ている私た

ちにたくさんの感動を与えてくれた気がします。そこで、オリ

ンピックにちなみ子どもたちも、いろいろなことに挑戦しょう

と思います。もしかしたら、未来のメダリストが誕生するかも

しれませんね。どんな姿を見せてくれるのか…お楽しみに！！  

当日は年齢に応じた子どもたちの成長、キラキラ輝いた姿にた

くさんの応援、そして保護者の皆様のご協力をよろしくお願い

致します。     徳永 

 

           

9 月 3 日(月) バースデー訪問  

   ４日(火) お茶教室 

   7 日(金) 礼拝 

   ８日(土) 保護者会研修会 

   11 日(火) 体操教室 おべんとうの日 

   19 日(水) なかよしキャラバン 

   21 日(金) マスコット配布  

   25 日(火) 身体計測 

   27 日(木) 避難訓練 

   29 日(土) 運動会 

１０月２日(火) バースデー訪問 

     ３日(水) 体操教室 

  11 日(木) おべんとうの日 

  17 日(水) なかよしキャラバン 

  23 日(火) 身体計測 

  30 日(火) 避難訓練 

9 月 1 日防災の日です。 

園では、毎月 1 回、火災や地震を想定して避難訓練を行って

います。たんぽぽ、つくしんぼ、さくらんぼは職員がすばや

く安全に子どもたちを避難させられるよう、連携をとり動き

を確認しています。また、桜・桃・梅組の子どもたちは、避

難の仕方や身の守り方を知らせ、1 秒でも早く避難ができる

よう声掛け、誘導しながら訓練に取り組んでいます。 

 毎月ある訓練のうち、年 2 回は宇佐市消防署の方に来て頂

き、防災に関してのお話をして頂いたり消火器の使い方を教

わったりしています。 

 今回 8 月の訓練は、給食室からの火災を想定し、非常ベル

や通報訓練などをはじめ、消防署の方に避難の様子を見て頂

きました。桜・桃・梅組の子どもたちは、煙を吸わないよう

に口元をおさえ、すばやく外への避難ができていました。そ

の後、消防署の方のお話を聞く時には、子どもたちからも「あ

のボタン（非常ベル）は消防署とつながってる？」などの質

問も出て、消防署の方にやさしく答えて頂きました。 

 避難訓練をとおして、子どもたちの身につくよう、また、

引き続き、職員間の連携をとって安全な避難ができるよう心

掛けながら取り組んでいきたいと思います。  河野 


